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し
い
経
営
環
境
の
一
年
と
な
り
ま
し

た
。反

面
、
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は

成
熟
期
を
迎
え
、
合
板
、
集
成
材
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
技
術
開
発
は
も
と
よ
り
、

製
材
に
お
い
て
は
横
架
材
な
ど
大
き

な
規
格
の
製
品
で
も
品
質
を
向
上
さ

せ
、
安
定
供
給
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」
の
も
と
、

都
市
部
に
お
い
て
も
木
造
に
よ
る
中

高
層
ビ
ル
、
商
用
・
事
業
用
施
設
等

の
建
設
が
全
国
各
地
で
着
実
に
進
ん

で
お
り
、
新
し
い
市
場
が
拡
大
し
つ

つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
木
材
需
給
の
活
性
化

の
機
運
を
迎
え
る
中
で
、「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実

現
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
循
環

利
用
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な
ど
、

社
会
・
経
済
か
ら
の
様
々
な
期
待
に

応
え
る
た
め
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
他
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
関
係
団
体
と
と
も
に
、
林
業
・
木

材
産
業
が
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
局
面
を
迎
え
る
一
年
に
し
た
い
と

祈
念
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
展
開
を
実
現
す
る

た
め
、
全
木
連
と
し
て
、
国
産
材
に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
様
方
に

は
本
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
東
の
戦
闘
が
常
態
化
す
る
な

ど
、
国
際
社
会
が
不
安
定
化
の
度
合

を
強
め
る
中
で
、
日
本
経
済
・
社
会

は
、
賃
上
げ
を
上
回
る
物
価
高
、
株

価
や
円
の
乱
高
下
な
ど
が
み
ら
れ
、

国
民
の
暮
ら
し
全
般
に
も
不
安
定
さ

が
進
み
ま
し
た
。
木
材
産
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
か
ら
非
住

宅
の
木
造
物
件
も
徐
々
に
増
え
て
き

て
い
る
と
は
言
え
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
住
宅
価
格
の
上
昇
等
に
よ
り
、

戸
建
て
住
宅
の
着
工
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
資
材
費
や
コ
ス
ト

の
増
嵩
等
の
影
響
に
よ
り
、
大
変
厳

求
め
ら
れ
る
品
質
や
生
産
技
術
の
向

上
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
可
能
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
木
材

の
利
用
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
4
月
に
は
改
正
「
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
法
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

林
業
・
木
材
産
業
の
全
て
に
事
業
者

に
お
い
て
、
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た

木
材
の
み
を
流
通
さ
せ
る
義
務
を
負

う
こ
と
を
、
我
々
、
木
材
事
業
者
は

認
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
勢
が
求
め
る

流
れ
に
円
滑
に
乗
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
乙
巳
（
き

の
と
み
）
で
す
。「
乙
」
は
「
樹
木
が

広
が
っ
て
成
長
し
て
い
く
様
子
」
を

表
し
、「
巳
」
は
「
豊
穣
や
金
運
を
司

る
神
」
だ
っ
た
り
「
再
生
」
の
象
徴

だ
っ
た
り
す
る
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
成
長
や
結
実
を
迎
え
る
年

に
な
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
木
連
と
い
た
し
ま
し
て
、
木
材

を
優
先
す
る
社
会
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
社
会
）
の
実
現
を
目
指
し
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
木
材
の
利

用
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
一
層
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

菅 

　
野 

　
康 

　
則

第
59
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
（
大
阪
大
会
）

　
　
期
日
：�

令
和
7
年
9
月
4
日
（
木
）

　
　
場
所
：
大
阪
市
中
央
公
会
堂
　
大
阪
府
大
阪
市
（
懇
親
会
会
場
：
同
公
会
堂
）

☆�

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

令和６年度 木材利用推進コンクール（内閣総理大臣賞）

野村不動産溜池山王ビル（東京都港区）

＜施設概要＞

建物外観観 建物内観建物外観（アップ）

　使用する木材について計画初期段階からBIMを活用した木材使用量の見える化などにより、ほぼ全ての木材を国産材により調達。
都心における高層木質建築物の実現に求められる高い耐火性・耐震性に対して、2時間耐火認定の木質耐火構造部材（柱・梁）の
開発など、木質ハイブリッド技術の深化・発展を通じて合理的に解決を図った。
　外装面にグリッド状に配列した木質耐火構造部材の柱・梁、南北の外部環境を最大限採り込む21m×18mの開放的な木質無柱
空間などにより、都心のオフィス街において木質建築として特徴のある外観の創出、ワーカーの知的生産性への寄与など実現し、
中高層オフィスの木質化事例としての貢献が期待される。　
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資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
今
、

合
法
性
や
持
続
的
に
経
営
さ
れ
て
い

る
森
林
か
ら
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
木
材
を
供
給
、
利
用
し

て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
木
材

産
業
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
森
林

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
持
続
的
な

資
源
の
循
環
利
用
、
木
材
利
用
の
推

進
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

私
ど
も
業
界
自
ら
が
、
川
上
・
川
下

の
皆
様
と
連
携
し
て
安
定
し
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
築
く
と
と
も
に
、

合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
で
あ
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
木
材
が
選
ば
れ

る
よ
う
品
質
・
性
能
の
確
か
な
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
品
等
の
供
給
、
木
材
利
用
の
推

進
の
働
き
か
け
な
ど
の
取
組
を
更
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
木
協
連
で
は
、
木
材
利
用
促
進

の
た
め
の
利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に
対

す
る
支
援
、
共
同
事
業
、
共
済
事
業
、

外
構
部
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
な

ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
通
じ
て
木
材
事
業
者
の
体
質

を
強
化
し
、
供
給
体
制
の
整
備
な
ど

に
全
木
連
と
も
力
を
合
わ
せ
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
木
材
産
業
界
並

び
に
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

我
が
国
で
は
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲

げ
、
官
民
を
挙
げ
た
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
分
野
で
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
木
材
利
用

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
取
組
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
林
野
庁
や

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
国
に
お
い
て

は
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
、
と
り

わ
け
国
産
材
の
活
用
に
関
す
る
予
算

措
置
や
施
策
の
拡
充
等
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
で
は
、
民
間
の
木
造
中
高
層

ビ
ル
を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
、
都

市
部
に
お
い
て
も
森
林
や
木
材
に
対

す
る
理
解
や
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
木
材
利
用
の
取
組
に
対
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
強
い
追
い
風
が

吹
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
追
い
風

を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
国
内
の
森
林

資
源
を
有
効
に
活
用
し
木
材
の
持
続

的
な
利
用
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
今
後
と
も
業
界
自
ら
が
率

先
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
木
材
が
こ
の
よ
う
な
社
会

の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
再
生
可
能
な

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
本
会
の
業
務
運
営
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
記
録
的
な
高
温

や
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
特
に
、
年
初
に
地
震
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
能
登
半
島
で
は
、

9
月
下
旬
の
豪
雨
に
よ
り
再
度
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
で
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
の
増
加
に
加
え
、

農
作
物
、
自
然
環
境
や
産
業
・
生
活

環
境
全
般
に
対
す
る
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

平
　 

方
　 

　
宏

第
16
回
新
た
な
「
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

日
時
：�

令
和
7
年
2
月
19
日
（
水
）
13
：
30
～
16
：
00

場
所
：�

木
材
会
館　

7
階
ホ
ー
ル
（
江
東
区
新
木
場
）

主
催
：�（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　

�

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：�

１
５
０
名

　
　
　

�（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設
計
、
木
材
関
係
者
等
）

皆様に安心を提供する
全木連グループの各種保険制度

～ケガ・病気の入院などの備えに ～

従業員のために中型グループ

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任 意 補 償 制 度

木 退 協

第三者への事故対策に !

労働災害への対策に !

従業員の退職金の準備に!

連絡先：全国木材協同組合連合会 〒102-0082  東京都千代田区一番町25番地    ℡ ㈹ 03-6261-9140
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森
林
資
源
の
循
環
利
用
は
、
山
村

地
域
の
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
伐
採
し
た
木
材
を
木
造

建
築
・
木
材
製
品
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
中
で
も
炭
素
を
貯

蔵
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網

の
整
備
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、

木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
等
に
よ

る
生
産
基
盤
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築
実
証
等
に
よ

る
木
材
の
需
要
拡
大
、
技
能
検
定
制

度
の
活
用
等
に
よ
る
担
い
手
の
育

成
・
確
保
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
総
合
的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

併
せ
て
、
国
民
の
４
割
以
上
が
罹

患
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
花
粉
症
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
発
生
源
と
な

る
ス
ギ
林
の
伐
採
・
植
替
え
や
需
要

拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産

拡
大
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
約
１
、１
０
０
万
ト
ン
Ｃ

Ｏ
２
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
、
約
１
１
０
万
ト
ン
Ｃ
Ｏ
２
が
森

林
由
来
の
吸
収
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
約

１
７
０
万
ト
ン
Ｃ
Ｏ
２
が
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
由
来
の
削
減
系
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
由
来
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
に
向

け
て
、
引
き
続
き
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創

出
と
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
へ
の

活
用
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・

高
齢
化
が
加
速
す
る
局
面
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
木
材
需
要
の
多
く
を

占
め
て
き
た
住
宅
分
野
で
の
国
産
材

策
を
強
化
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
・
ナ
ビ
で
の
情
報
提
供
や
説
明

会
等
に
よ
り
制
度
周
知
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
負
担
軽
減
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の

皆
様
が
、国
土
の
保
全
、水
源
の
涵
養
、

自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産
物
の
供

給
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、

民
有
林
・
国
有
林
が
一
体
と
な
り

日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
本

年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国

民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
実
り
多
き
素
晴
ら
し

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
病
院
や
福

祉
施
設
な
ど
の
公
共
建
築
物
、
オ
フ

ィ
ス
や
商
業
施
設
な
ど
の
中
高
層
建

築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
、

国
産
材
需
要
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
努

め
ま
す
。

「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」

に
基
づ
く
国
と
事
業
者
等
に
よ
る
建

築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
件

数
は
、
昨
年
10
件
が
加
わ
り
計
25
件

と
な
り
、
小
売
業
者
な
ど
の
木
材
の

最
終
消
費
者
と
の
協
定
も
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進

し
ま
す
。

林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課

題
と
な
る
中
、
外
国
人
材
の
受
入
れ

に
向
け
て
、
昨
年
９
月
、
複
数
年
の

就
業
が
可
能
な
特
定
技
能
１
号
、
技

能
実
習
２
号
・
３
号
の
適
用
対
象
に

林
業
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
業
界
団
体
の
皆
様
と
も
連
携
し
、

作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の
確

保
に
配
慮
し
つ
つ
、
外
国
人
材
も
含

め
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
林
業
関
係
の
制
度
に
い

く
つ
か
動
き
が
あ
り
ま
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
市
町
村
や
都
道
府

県
、
地
域
の
関
係
者
と
、
受
け
手
と

な
る
林
業
経
営
体
の
連
携
を
強
化
し
、

迅
速
に
集
積
・
集
約
化
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
仕
組
み
を
創

設
す
る
た
め
、
森
林
経
営
管
理
法
の

改
正
法
案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
ま

す
。４

月
に
は
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
違
法
伐
採
対

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
考
え
の
下
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
森
林
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑

制
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
政
府
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し

て
お
り
、
日
本
全
体
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
森
林

な
ど
に
よ
る
炭
素
吸
収
が
必
要
で
す
。

我
々
森
林
・
林
業
関
係
者
と
し
て

は
、
内
閣
府
の
森
林
に
期
待
す
る
役

割
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
で
も
、「
地

球
温
暖
化
の
防
止
」
を
挙
げ
た
人
が

最
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か

り
と
森
林
を
整
備
し
、
二
酸
化
炭
素

を
効
率
よ
く
吸
収
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

戦
後
我
が
国
で
造
成
さ
れ
て
き
た

人
工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超
え
、

高
齢
級
化
が
進
み
毎
年
の
吸
収
量
が

減
少
す
る
一
方
、
木
材
と
し
て
の
利

用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
確
立
し
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
、
９
月
20
日
か
ら
の

大
雨
を
は
じ
め
、
大
き
な
自
然
災
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
御

努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
「
奥
能
登
地
区
山
地
災
害
復

旧
対
策
室
」
を
設
置
し
、
国
直
轄
に

よ
る
災
害
復
旧
事
業
等
に
当
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

年
頭
所
感

　
　
　
林
野
庁
長
官
　 

青 

　
山 

　
豊 

　
久

福寿草
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令和６年　重大ニュース

5/29　令和 7 年度予算要望等活動（岸田文雄 総理大臣表敬訪問）

5/16　新体制発足。全木協連会長に平方氏5/17　令和 7 年度予算要望等活動（青山豊久 林野庁長官）

5/17　令和 7 年度予算要望等活動（石坂聡 国土交通省住宅局長）

5
月

6
月

6/10　全木連・全木協連等の事務所を移転（東京都千代田区の全国町村議員会館）



全　木　連　時　報令和 7年 1月 6日（月曜日）� （第 698 号）

10/31　満員の会場で歓迎の挨拶する柴立会長 10/31　すばらしい 歓迎の横断幕。空港、駅、会場でも「お出迎え」。

8/9　令和 7 年度予算要望等活動（宇波弘貴 財務省主計局長）

10/31　第58回全国木材産業振興大会（鹿児島大会）

10
月

10/25　令和 6 年度木材利用推進コンクール（内閣総理大臣賞者）

8
月



全　木　連　時　報令和 7年 1月 6日（月曜日）� （第 698 号）

11/21　全木連、全木協連等の臨時総会、理事会11/22　令和 7 年度予算要望等活動（山本佐知子 農林水産大臣政務官）

11
月

12
月

12/23　江藤拓 農林水産大臣表敬（本郷副会長） 12/20　木材産業分野の外国人特定技能試験を初めて実施
（東京都千代田区）

◎ 好 評 発 売 中 ！ 

製材作業の入門書、外国人材学習の参考書  

全木連ホームページから購入申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、全国木材組合連合会技能実習評価試験事務局に
（ご購入について） 

 
メール(ginou@zenmoku.jp)、もしくはFAX（03-6261-9133）にて注文してください。 
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○林業・木材産業を営む方であれば、どなたでもご利用が可能です。

○保証料率は財務内容により、年0.15％から1.80％が適用されます。

○仕入れや人件費の支払い、加工設備の導入等の事業資金全般が対象です。

○都道府県が無利子や低利で貸し付ける「制度資金」への保証も可能です。

詳しくはこちらへ
独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部 ℡03-3434-7825
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

注：ご利用には審査があります。

景　況　調　査
令和 6年11月分集計表　 　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１５６　回答９５　回収率６１％　　
当月の状況

販 売 量 増　加２４％（２３） 変わらず６０％（５７） 減　少１６％（１５）
仕 入 量 増　加２１％（２０） 変わらず６０％（５７） 減　少１９％（１８）
販売価格 上　昇　３％（　３） 変わらず８２％（７８） 下　降１５％（１４）
仕入価格 上　昇　６％（　６） 変わらず８０％（７６） 下　降１４％（１３）

来月の見通し
販 売 量 増　加１９％（１８） 変わらず６３％（６０） 減　少１８％（１７）
仕 入 量 増　加１６％（１５） 変わらず６２％（５９） 減　少２２％（２１）
販売価格 強含み　５％（　５） 保ち合い８９％（８５） 弱含み　５％（　５）
仕入価格 強含み　８％（　８） 保ち合い８５％（８１） 弱含み　６％（　６）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 　９％（　６） ６６％（４３） ２５％（１６）
南 洋 材 　６％（　３） ８７％（４６） 　８％（　４）

北洋材（欧州材を含む） 　５％（　３） ７８％（４７） １７％（１０）
国 産 材 　８％（　７） ７１％（６０） ２０％（１７）
建　　材 １７％（１０） ６８％（４１） １５％（　９）

プレカットの動向

発注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３５％（２２） ６３％（３９） 　２％（　１）

〔製造部門〕 モニター数１３３　回答８８　回収率６６％　　
当月の状況

販 売 量 増　加３１％（２６） 変わらず５３％（４５） 減　少１６％（１４）
仕 入 量 増　加２４％（２０） 変わらず５８％（４９） 減　少１９％（１６）
販売価格 上　昇　６％（　５） 変わらず８６％（７３） 下　降　８％（　７）
仕入価格 上　昇１８％（１５） 変わらず７９％（６７） 下　降　４％（　３）

来月の見通し
販 売 量 増　加２１％（１８） 変わらず６１％（５２） 減　少１８％（１５）
仕 入 量 増　加１９％（１６） 変わらず６７％（５７） 減　少１４％（１２）
販売価格 強含み　６％（　５） 保ち合い８６％（７３） 弱含み　８％（　７）
仕入価格 強含み１６％（１４） 保ち合い８０％（６８） 弱含み　４％（　３）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 　７％（　２） ７０％（２１） ２３％（　７）
南 洋 材 　５％（　１） ７７％（１７） １８％（　４）

北洋材（欧州材を含む） 　７％（　２） ７５％（２１） １８％（　５）
国 産 材 １３％（１１） ５５％（４６） ３１％（２６）

プレカットの動向

受注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
４３％（１５） ４９％（１７） 　９％（　３）


